
令和８年９月議会 一般質問における各議員からの要望事項等について 

１ 井 上 博 明 議員                              

１．茅町長の政治姿勢について 

（１）未来を見据えた、町長自身が描いている町の将来像について 

（２）最優先とする課題とその取り組みについて 

（３）半原水源地跡地の利活用に係る町長の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 町内事業者との連携などにより、旧半原水源地跡地の利活用を地域経

済への波及につなげること。 

 

２．中学校部活動の地域移行について 

 （１）保護者負担及び経済的困窮世帯への支援策について 

【要望・提案】 

  ○ 準要保護世帯への支援制度など、保護者負担の軽減を図ること。 

  ○ 円滑な移行のためにも、必要な指導者の確保に努めること。 

 

３．県道 54 号（相模原愛川）について 

（１）宮原用水路における県と連携した歩道整備の取り組み状況について 

（２）桜坂の中間地点、改修の予定及びその内容について 

【要望・提案】 

  ○ 宮原用水路を活用した歩道整備は、県と連携し早期実現を図ること。 

 

４．都市公園の整備について 

（１）田代運動公園内バスケットコート新設への、町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 住宅地への影響が少ない場所での新設を検討すること。 

 

 

２ 阿 部 隆 之 議員                              

１．10 年後の町民生活について 

（１）町長が描く 10 年後の町民生活について 

【要望・提案】 

  ○ 学校施設や公共施設の再編について、地域の将来や新たな人の流れ、地

域づくりの視点を加えて検討すること。 

  ○ 車を運転できない町民が、住む地域によって通院や買い物を諦めるこ

とがないよう、10年後を見据えた移動支援を進めること。 

  ○ DX・AI 活用、「行かない窓口」等を進め、必要な行政サービスが必要

な人へ届く仕組みを構築し、町民と行政との関わり方を変えていくこと。 

 

２．ピロリ菌感染対策事業について 

（１）県の補助制度を活用し、令和９年度から事業を実施する考えはあるのか 

【要望・提案】 

  ○ 中学校でのピロリ菌検査の実施に向け、研究・検討を進めること。 
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３．複合化・複雑化する生活課題への相談支援体制について 

（１）新たな相談支援体制を構築し、住民がワンストップで相談できる総合的

な相談窓口が必要と思うが、町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 相談入口を明確にし、ワンストップ型の相談支援体制を構築すること。 

  ○ 福祉分野で経験を積んだ人材などを活用し、相談内容を整理・調整する

コーディネート機能を確保すること。 

  ○ 民生部門だけでなく教育委員会とも連携した相談支援体制とすること。 

 

３ 渡 辺 基 議員                              

１．役場庁舎建て替えについて 

（１）「役場庁舎等あり方・機能等検討業務」の進捗状況について 

【要望・提案】 

  〇 周辺公共施設の複合化・再編も含めた「町の拠点づくり」を目指すこと。 

 

２．読書環境の整備について 

（１）図書館機能の充実について 

（２）電子図書館の利用実態について 

（３）読書普及活動の推進状況について 

【要望・提案】 

  ○ 新図書館の整備も視野に入れること。 

 

３．町公共施設個別施設計画に基づく施設再編と環境整備について 

（１）個別施設計画に基づく施設再編の推進体制と決断について 

（２）旧耐震施設における対応と急迫する環境整備への財政的支援について 

【要望・提案】 

  ○ 適応指導教室について、より早期に移転先を確保すること。 

  〇 現施設の安全確保や空調・トイレ等必要な修繕・環境整備を行うこと。 

 

４ 花 上 功 議員                               

１．老人福祉センターの検討状況について 

（１）個別施設計画のこれまでの検討経過について 

【要望・提案】 

  ○ 移転後も居場所、交流、健康づくり等の機能を、維持・充実させること。 

 

２．町内循環バスの見直しについて 

（１）町内循環バス見直しの基本的な考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 需要に応じ循環バスの増車・増便とデマンド交通を組み合わせること。 

  ○ 循環バス、デマンド交通、タクシー、愛ちゃんサービス等を組み合わせ

た地域交通体系を構築すること。 
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５ 鈴 木 信 一 議員                               

１．学校体育館にエアコンを早期設置する考えについて 

（１）設置に対する町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 学校体育館へのエアコンをできるだけ早期に設置すること。 

 

２．中学校給食の無償化の考えについて 

（１）早急に実施すべきと考えるが、改めて町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 来年度は半額補助の継続にとどまらず、中学校給食費の完全無償化に

踏み切ること。 

 

３．町内循環バスの利用促進の考えについて 

（１）バス停を増やすなど利用促進を図る等の取組みについて 

【要望・提案】 

  ○ 利用者の要望を踏まえ、バス停の増設を検討すること。 

  ○ 小学生運賃について、無料化を含めて見直しを検討すること。 

 

４．物価高騰対策として地域振興券を発行する考えについて 

（１）地域振興券を発行する考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 今後、地域振興券を実施する場合は、利用しやすい額面を検討すること。 

 

 

６ 太 田 正 信 議員                              

１．学校体育館へのエアコン早期整備について 

（１）今後の整備の必要性や導入に向けた町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 令和 9 年度から各学校体育館の現況調査に着手し、優先順位、導入方

法、財源、整備スケジュールを明らかにすること。 

  ○ 教育、防災、施設管理、財政の各部局が連携する推進体制を早急に整え、

期限を定めて整備方針を取りまとめること。 

 

 

７ 岸 上 敦 子 議員                            

１．公共ストックの適正配置と有効活用について 

（１）公共施設の適正配置の現状や未利用地などの普通財産の活用方針、民間

活力を活用した利活用を進める町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 視察や研修等を通じ、職員の知識・ノウハウを蓄積・共有すること。 

  ○ 町独自の基本方針・マニュアルを策定すること。 
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２．おくやみ手続き支援の充実について 

（１）おくやみハンドブックに加え、おくやみ手続きナビの導入を含めた手続

き支援について町の考え 

【要望・提案】 

  ○ 「おくやみ手続きナビ」をできるだけ早期に導入し、遺族の手続負担を

軽減すること。 

 

３．子どもの予防接種環境の充実について 

（１）経鼻弱毒性インフルエンザワクチン（フルミスト）に対する町の認識に

ついて 

【要望・提案】 

  ○ 予防接種費用助成の対象年齢拡大を検討すること。 

 

 

８ 井 出 一 己 議員                            

１．GIGA端末機更新について 

（１）更新計画や既存端末の有効活用・処分を含めた今後の取り組みについて 

【要望・提案】 

  ○ 特になし 

 

２．ネーミングライツ導入の考えについて 

（１）ネーミングライツ導入の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ ネーミングライツ導入を進め、早期に方向性を整理すること。 

 

 

９ 佐 藤 り え 議員                            

１．地域資源を活用した防災対策について 

（１）地域資源を活用した要配慮者の避難支援について 

（２）地域福祉施設との連携について 

【要望・提案】 

  ○ 地域の福祉施設等を活用した「任意の小規模避難所」について、モデル

的な取組から庁内横断的に検討すること。 

 

２．児童の熱中症対策について 

（１）児童への水分補給や熱中症対策についてどのように認識しているか 

【要望・提案】 

  ○ ウォーターサーバー等の給水環境について、先進自治体の事例や費用、

防災面等を調査・研究すること。 
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10 熊 坂 健 太 郎 議員                            

１．ホテル誘致について 

（１）宿泊施設の誘致について町の考えについて 

【要望・提案】 

  ○ 宿泊需要の実態調査を行い、そのデータをホテル誘致に活用すること。 

  ○ 宿泊事業者向け支援策について先進事例を調査・研究すること。 

  ○ 新たな宿泊施設について、災害時の要配慮者や応援職員等の滞在場所

として活用できるよう、事業者との災害協定等を検討すること。 

 

２．JA県央愛川と JA厚木の合併に伴う町の認識について 

（１）町は今回の合併をどのように受け止め認識しているか 

【要望・提案】 

  ○ 合併後も、町内の支店機能や身近な相談体制、地域に根差したサービス

が維持されるよう、JA との情報共有・意見交換を続けること。 

  ○ JA との連携を一層強化し、合併による組織力や販売力、営農指導のノ

ウハウを町の農業振興に活用すること。 

 

 


